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市
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

連
携
す
る
「
H
P
検
索
」
「「
H
P
H
P
検
索
」
の
番
号
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」

検
索
」
の
番
号
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」

の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
し
検
索
す
る
と
、
関
連
記
事
を
す
ぐ
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す

の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
し
検
索
す
る
と
、
関
連
記
事
を
す
ぐ
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す

まめメール

災害時の緊急情報や市の情報を
電子メールで配信。登録が必要

防災行政無線の
放送内容の確認

☎ 0120-282-283（通話料無料）
で放送内容を確認できます

パソコン•
スマホ等で

電話で

ガラケー用

エックス（旧ツイッター）
フェイスブック

市報などを
電子書籍で

災害時の緊急情報はエックス（旧ツイッター）
イベント情報はフェイスブック

自動翻訳し 10 言語で配信
自動音声読み上げにも対応

　レンガ調のレトロな駅
舎を眺めながら、新しい
駅前広場などを巡る、「人
力車体験」もありますよ。

野田市健康スポーツ文化都市宣言・千葉県誕生150周年記念野田市健康スポーツ文化都市宣言・千葉県誕生150周年記念
新野田市駅オープンフェスタ新野田市駅オープンフェスタ

２月11日日開催２月11日日開催
　令和5年11月1日に供用を開始した野田市駅前広場と令和6年3月上旬に使用開始
する野田市駅の新駅舎のオープンを記念して、2月11日日に野田市駅前広場を会場
に、「新野田市駅オープンフェスタ」を開催します（荒天中止）。
　記念式典（10時～ 10時30分）を皮切りに16時まで、特設ステージでの歌やダン
ス、キッチンカーなどによるオープンカフェ、展示ブース（健康スポーツ文化都市
宣言紹介、写真で振り返る野田市駅の歴史など）、もの知りしょうゆ館見学ツアー

（当日受付）、マスコットキャラクター大集合、子ども向け体験コーナーなど、家
族で楽しめるイベントを、野田商工会議所青年部の運営協力のもと実施します｡
　また、野田市出身のシンガーソングライターのナオト・インティライミさん提
供の野田市応援ソング「The Day」の発車案内メロディーを初披露します｡ 合わせ
て、ナオトさん本人からのビデオメッセージも紹介します｡
【問合せ】都市整備課☎�７１23‐1647、 ＰＲ推進室☎�７１99‐2090
【HP検索】1040389



　市報のだ 令和6年2月1日号

❷

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
い
つ
で
も
転
出
の

手
続
き
が
可
能
で
す
。

　
引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
方
は
、
転
出
の
際
は
、

市
役
所
や
関
宿
支
所
、
各
出
張
所
な

ど
へ
の
来
庁
が
原
則
不
要
と
な
り
ま

す
。

　

電
子
証
明
書
が
有
効
な
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
で
、
日

本
国
内
で
引
越
し
を
す

る
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

単
身
で
の
引
越
し

　

野
田
市
は
、
夢
の
あ
る
住
み
よ
い

ま
ち
、
元
気
で
明
る
い
家
庭
を
築
け

る
ま
ち
を
目
指
し
、
令
和
5
年
4
月

に
健
康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都
市
を
宣
言

し
ま
し
た
。
市
で
は
、
宣
言
名
を
冠

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
順
次
、
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

◆
高
橋
の
ぼ
る
作
品
ミ
ニ
展
示
（
原

画
展
）　

２
月
11
日
日
～
３
月
20
日

水
９
時
～
19
時
（
日
㊗
は
17
時
ま

で
）
興
風
図
書
館
２
階
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
。
野
田
市
出
身
の
漫
画
家
・

高
橋
の
ぼ
る
氏
の
代
表
作
「
土モ
グ
ラ竜

の
唄
」
を
中
心
に
原
稿
や
下
書
き
、

ネ
ー
ム
（
絵
コ
ン
テ
）
な
ど
の
展
示

ほ
か
、
漫
画
が
完
成
す
る
ま
で
の
工

程
も
紹
介
。
入
場
無
料
。
問
同
館
☎

�
７
１
２
３
︲
７
６
１
１

◆
リ
ベ
ッ
ト
ボ
タ
ン
の
あ
そ
び

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

バ
レ
ン
タ
イ
ン

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
か
ざ
り
つ
く
り　

２
月
12
日
月
10
時
30
分
～
11
時
30

分
、
13
時
30
分
～
14
時
30
分
野
田
ガ

ス
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）
ロ
ビ
ー
で
。

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
飾
り
を
作
る
。

リ
ズ
ム
ゲ
ー
ム
な
ど
も
。
3
歳
～

12
歳
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）。

500
円
。
事
前
申
込
み
が
必
要
。
問
同

ホ
ー
ル
☎
�
７
１
２
4
︲
1
５
５
５

◆
童
謡
の
会
40
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト　
２
月
24
日
土
13
時
30
分
～
15
時

30
分
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。

第
一
部
は
童
謡
の
歌
と
語
り
。
第
二

部
は
お
眼
鏡
奏
団
演
奏
や
「
翼
を
く

だ
さ
い
」、「
時
代
」
な
ど
を
共
に
歌

う
。
参
加
費
は
お
気
持
ち
で
。
当
日

会
場
へ
。
問
清
水
☎
�
７
１
２
２
︲

３
９
５
１

◆
第
37
回
東
京
直
結
鉄
道
建
設
・
誘

致
促
進
大
会
千
葉
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

２
月
25
日
日
10
時
～
14
時
30
分
総
合

公
園
陸
上
競
技
場
で
。
式
典
…
10
時

～
10
時
45
分
。
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
…
11
時
15
分
～
13
時
15

分
。
駅
伝
大
会
や
リ
レ
ー
大
会
。
大

抽
選
会
も
実
施（
受
付
は
9
時
30
分

～
10
時
30
分
・
抽
選
は
13
時
30
分
～

14
時
30
分
）。
入
場
無
料
。
当
日
会

場
へ
。
問
野
田
商
工
会
議
所
青
年
部

事
務
局
☎
�
７
１
２
２
︲
３
５
８
５

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
７
３
８
３

や
同
一
世

帯
員
の
引

越
し
な
ど

で
も
利
用

で
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル

で
転
出
の

健康スポーツ文化都市宣言健康スポーツ文化都市宣言
記念事業記念事業

転
出
届
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

　
市
で
は
、
行
政
情
報
や
施
設
案
内

な
ど
の
情
報
を
ま
と
め
た「
野
田
市

く
ら
し
の
便
利
帳
」を
株
式
会
社
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
と
協
働
で
発
行
し
ま
す
。

　
く
ら
し
の
便
利
帳
は
、
市
の
窓
口

「
野
田
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」を
協
働
発
行

業
務
や
手
続
き
、
子
育
て
、
福
祉
、

健
康
、
防
災
な
ど
の
行
政
情
報
、
施

設
案
内
な
ど
を
ま
と
め
た
冊
子
で
隔

年
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
広
告
を
募
集
す
る
た
め
、
株

式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
地
域
事
業

者（
企
業
や
商
店
な
ど
）を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
配
布
予
定
】令
和
６
年
7
月
ご
ろ

【
問
合
せ
】広
告
募
集
は
株
式
会
社
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
☎
０
４
７
６（
23
）６
１

４
０
、
そ
の
他
の
こ
と
は
Ｐ
Ｒ
推
進

室
☎
�
７
１
９
９
‐
２
０
９
０

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
４
０
３
３
５

手
続
き
を
し
た
後
は
、
別
途
、
転
入

先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入
届
な
ど

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】市
民
課
☎
�
７
１
２
３
‐

１
０
８
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
６
８
３
０

引越しの際はマイナポータルのご利用を引越しの際はマイナポータルのご利用を

電子書籍でも閲覧可能に電子書籍でも閲覧可能に



　　市報のだ 令和6年2月1日号

イ
ン
で
事
前
発
行
可
）し
ま
す
。
申

告
書
提
出
の
み
の
場
合
は
整
理
券
不

要
で
す
。
同
署
駐
車
場
は
４
月
中
旬

ま
で
使
用
で
き
な
い
た
め
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
税
理
士
会
の
無
料
申
告
書
作
成
会

❸

虐
待
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て

虐
待
防
止
条
例
を
制
定

◆
柏
税
務
署
の
確
定
申
告
書
作
成
会

　

柏
税
務
署
の
作
成
会
は
、
２
月
16

日
金
～
３
月
15
日
金（
平
日
の
み
、
２

月
25
日
日
は
開
設
し
、
受
付
は
８
時
30

分
～
16
時
、
相
談
は
９
時
か
ら
）で
す
。

　

当
日
、
整
理
券
を
配
布（
オ
ン
ラ

◆
市
の
無
料
申
告
書
作
成
会

　
令
和
５
年
分
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）と
中
央・東
部・

川
間
・
福
田
・
関
宿
中
央
・
関
宿
・

二
川
・
木
間
ケ
瀬
の
公
民
館
で
開
催

し
ま
す
。
市
役
所
と
関
宿
支
所
で
は

開
催
し
ま
せ
ん
。

　

対
象
は
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、

公
的
年
金
等
の
収
入
が
あ
る
方
で
合

わ
せ
て
給
与
・
雑
・
一
時
所
得
の
あ

る
方
や
事
業
・
不
動
産
所
得
が
あ
る

方
で
収
支
内
訳
書
や
決
算
書
が
完
成

し
て
い
る
方
で
す
。
１
人
で
複
数
人

分
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

２
月
16
日
金
～
３
月
15
日
金（
９

時
～
正
午
、
13
時
～
16
時
で
平
日
の

み
）は
市
役
所
２
階
中
会
議
室
で
備

え
付
け
の
パ
ソ
コ
ン
や
ご
自
身
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
告
書
を
作
成
・

印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】市
民
税
係
☎
�
７
１
９
９

‐
４
４
７
８
、
柏
税
務
署
☎
�
７
１

４
６
‐
２
３
２
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
３
４
５
８

■市主催の無料申告書作成会日程

会場 開催日 定員 作成時間

南コミュニティ会館 2 月 7 日水、
8日木 160人 9時～

15時30分中央公民館 2月9日金 160人

・受付は先着順で定員に達し次第、受付を終了します
・受付は当日分のみ、翌日分以降は予約できません
・駐車場の混雑緩和のため、なるべくほかの交通手段
を利用してください

会場 開催日 定員 作成時間
二川公民館 2月16日金 110人

９時～
11時 30分
13時～
15時 30分
※公的年
金等の収
入がある
市民が対
象

木間ケ瀬公民館 2月21日水
各

130人
東部公民館 2月22日木
川間公民館 2月28日水
中央公民館 2月29日木
関宿公民館 3月 7日木 110人
関宿中央公民館 3月8日金 130人
福田公民館 3月13日水 120人
生涯学習センター
（欅のホール内） 3月15日金 110人

■税理士会主催の無料申告書作成会日程

　

選
挙
で
公
正
に
人
々
の
意
思
が

政
治
に
反
映
さ
れ
る
た
め
に
、
憲

法
や
公
職
選
挙
法
に
は
、「
６
つ
の

基
本
原
則
」が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
普
通
選
挙（
憲
法
15
条
第
3
項
）

…
一
定
の
年
齢
に
達
す
る
と
、
納

税
・
性
別
な
ど
で
制
限
し
な
い

②
平
等
選
挙（
憲
法
14
条
）…
全
て

の
国
民
に
1
人
１
票

③
秘
密
投
票（
憲
法
15
条
第
４
項
）

…
投
票
の
秘
密
、
選
挙
人
の
自
由

な
意
思

④
選
挙
の
公
正（
公
選
法
第
1
条
）

…
立
会
人
制
度
の
導
入
な
ど
で
公

正
を
確
保

⑤
国
民
代
表（
憲
法
43
条
）…
選
挙

で
選
ば
れ
た
人
は
全
国
民
の
代
表

⑥
直
接
選
挙（
憲
法
93
条
第
2
項
）

…
有
権
者
が
直
接
代
表
者
を
選
挙

　

今
年
は
6
月
23
日
日
に
任
期
満

了
に
伴
う
野
田
市
長
選
挙
が
あ
り

ま
す
。
６
つ
の
原
則
を
念
頭
に
選
挙

に
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】選
挙
係
☎
�
７
１
２
３

‐
１
５
８
０

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
０
８
６
８

選
挙
の「
６
つ
の
原
則
」

確
定
申
告
は

2
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

　
市
で
は
、
令
和
6
年
１
月
1
日
に

虐
待
防
止
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
児
童
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
へ
の

虐
待
全
て
に
対
応
す
る
条
例
の
制
定

を
目
指
し
ま
し
た
が
、
１
つ
に
ま
と

め
た
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
と
、

市
の
求
め
る
条
例
の
内
容
と
か
け
離

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
第
1
章
を
総
則
と
し
、

章
別
に
虐
待
ご
と
の
具
体
的
な
内
容

と
し
て
、
第
2
章
を
児
童
虐
待
、
第

3
章
を
高
齢
者
虐
待
、
第
4
章
を
障

が
い
者
虐
待
に
分
け
て
、
詳
細
な
実

務
ル
ー
ル
を
規
定
す
る
こ
と
で
、
単

な
る
理
念
的
な
条
例
で
は
な
く
、
実

効
性
の
あ
る
条
例
に
取
り
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
緊
急
時
に
は
相
談
や
通
報
を

　
身
近
で
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

市
や
、
児
童
の
場
合
は
児
童
相
談

所（
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル「
１イ

チ
ハ
ヤ
ク

８
９
」・
24
時
間
365
日
対
応
）、

高
齢
者
や
障
が
い
者
は
警
察（
緊
急

通
報
電
話「
110
番
」・
24
時
間
365
日
対

応
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】虐
待
防
止
条
例
全
般
・
児

童
虐
待
は
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
課

☎
�
７
１
８
６
‐
６
５
８
６
、
高
齢

者
虐
待
は
高
齢
者
な
ん
で
も
相
談
室

☎
�
７
１
９
９
‐
２
８
６
６
ま
た
は

高
齢
者
支
援
課
☎
�
７
１
２
３
‐
１

０
９
２
、
障
が
い
者
虐
待
は
障
が
い

者
支
援
課
☎
�
７
１
２
３
‐
１
６
９

１【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
４
０
２
１
７

　
対
象
は
、
令

和
５
年
分
の
申

告（
小
規
模
納

税
者
・
年
金
受

給
者
・
給
与
の

所
得
税
、
消
費

税
な
ど
）で
す
。

　
申
告
内
容
が

複
雑
な
方
は
、

直
接
柏
税
務
署

で
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。



　市報のだ 令和6年2月1日号

❹❹

市　
　
営
駐
輪
場
の
定　
　
期
使
用
申
込
み
は

２
月
２
日
か
ら
17
日
ま
で

　
市
営
自
転
車
等
駐
車
場（
駐
輪
場
）

の
令
和
６
年
度
分
事
前
受
付
を
各
駐

輪
場
の
管
理
員
事
務
所
で
行
い
ま
す
。

　
現
在
使
用
中
の
方
も
継
続
す
る
場

合
は
改
め
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
】１
人
１
台（
重
複
申
込
み
は

日
土
正
午
ま
で
）に
、
使
用
希
望
の
駐

輪
場
の
管
理
員
事
務
所
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
ち
ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」

か
ら（
定
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

【
抽
選
日
時
・
場
所
】３
月
２
日
土
10

時
・
市
役
所
２
階
中
会
議
室
２

【
結
果
】３
月
11
日
月
正
午
か
ら
、
各

駐
輪
場
で
掲
示
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
掲
載
。
掲
載
内
容
は
、
当
選
者

の
受
付
番
号
か
整
理
番
号（
電
子
申

請
の
場
合
）。
結
果
は
電
子
メ
ー
ル

で
通
知
し
ま
せ
ん
の
で
、
各
駐
輪
場

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を

【
本
申
請
手
続
き
】３
月
11
日
月
正
午

～
21
日
木
に
各
駐
輪
場
で

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課
☎
�
７
１
９

９
‐
４
８
９
８

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
５
０
７
８

■駐輪場の月額定期使用料■駐輪場の月額定期使用料
●野田市駅市営（野田114番地の11☎� 7121-
5315）　（６時30分～20時（日㊗年末年始除く）

定
期
自転車（一部屋根なし） 一般 1,040円

学生 520円
原動機付自転車（屋根なし） 2,610円

一
時
使
用

自転車（屋根なし） １回 100円
回数券（11枚）1,000円

原動機付自転車
（屋根なし）

１回 150円
回数券（11枚）1,500円

●梅郷駅東口市営（山崎1873番地の７☎�7121-
3196）　（４時45分～翌日１時15分）

定
期
自転車

一
般

地下１～２階 1,570円
３階（屋根なし）1,040円

学
生

１階 1,570円
地下１・２階 1,040円
３階（屋根なし） 520円

原動機付自転車（屋外） 2,610円

一
時
使
用

自転車 １回 150円
回数券（11枚）1,500円

原動機付自転車（屋外） １回 150円
回数券（11枚）1,500円

第
3
期
野
田
市
国
民
健
康
保
険
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
（
第
4
期
野
田
市
国
民
健
康
保

険
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
）（
素
案)

野
田
市
空
家
等
対
策
計
画
（
素
案
）

野
田
市
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
再
建
基
本

構
想
（
素
案
）

案
件
名

２
月
２
日
金
～

　
３
月
４
日
月

１
月
19
日
金
～

　

２
月
19
日
月

募
集
期
間

〒
278-

８
５
５
０
国
保
年
金
課

�
７
１
２
３-

１
０
８
７

〒
278
‐
０
０
０
３
保
健
セ
ン
タ
ー

�
７
１
２
５-

１
０
０
１

〒
278-

８
５
５
０
市
民
生
活
課

�
７
１
２
３-

１
７
３
７

〒
278-

８
５
５
０
市
政
推
進
室

鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
建
設
準
備
担
当

�
７
１
２
３-

１
０
７
４

担
当
課

　
市
で
は
、
広
く
意
見
を
募
集
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】
各
担
当
課
窓
口
、
市
役
所・

い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、

各
公
民
館
、各
図
書
館
、生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
提
出
方
法
】
所
定
の
用
紙
か
任
意
の

■案件一覧

書
式
を
直
接
持
参
（
土
日
㊗
除
く
）
す

る
か
、
閲
覧
場
所
の
意
見
投
函
箱
に

投
函
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ち
ば
電
子

申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
提
出
す
る
ほ
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
（
最
終
日
の
消
印
有
効
）

の
い
ず
れ
か
で
、
案
件
名・意
見・住
所・

氏
名
を
明
記
し
、
各
担
当
課
へ
送
付

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
１
２
３
０

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
で
ご
意
見
を

　
み
ず
ほ
銀
行
の
窓
口
で
の
市
税
や

手
数
料
な
ど
の
納
付
書
の
取
り
扱
い

を
３
月
31
日
日
で
終
了
し
ま
す
。
４
月

１
日
月
以
降
は
、
口
座
振
替
か
、
市
役

所
や
関
宿
支
所
、
南
・
北
・
中
央
・
愛

宕
駅
前
出
張
所
、
納
付
書
取
扱
金
融

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】会
計
管
理
者
☎
�
７
１
２

３
‐
１
２
１
３

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
９
８
０
１

み
ず
ほ
銀
行
で
の
納
付
書
取
扱
は
3
月
で
終
了

　

出
産
予
定
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
所
得
割
と
均
等
割
保
険
料
が

１
月
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

妊
娠
85
日
以
上
の
出
産（
死
産
・
流

産
・
早
産
含
む
）が
対
象
で
、
出
産
月

の
前
月
か
ら
４
か
月
間（
多
胎
は
３
か

産
前
産
後
期
間
の
国
保
料
を
減
額

月
前
か
ら
６
か
月
間
）の
保
険
料
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
出
産
予
定
日
の
６
か
月

前
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課
☎
�
７
１
９

９
‐
２
３
６
２

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
６
６
０
３

無
効
）で
、

２
月
２
日

金
～
17

日
土（
各

駐
輪
場
の

開
所
時
間

の
み
受
付
、

ち
ば
電
子

申
請
サ
ー

ビ
ス
は
17

建設重機などの提供や人材派遣
新和環境株式会社と
災害協定締結

　市では、地震や風水害などの万一の災害
に備えて、1月 19日に産業廃棄物処理業な
どを展開する新和環境株式会社（東京都新
宿区）と、「災害時等における応急対策活動
の協力に関する協定」を締結しました。
　本協定により、災害時には、建設重機など
の提供とオペレーターの派遣をいち早く行っ
ていただけることになり、早急な人命救助へ
の対応や道路上の障害物の除去で市内道路の
円滑な通行を確保することで、被災者支援を
今以上に行うことができます。
【問合せ】防災安全課☎� 7136-1779
【ＨＰ検索】1040397

市長と梁川哲代表取締役（右）市長と梁川哲代表取締役（右）
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野
田
市
と
東
京
理
科
大
学
、
流

山
市
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、

桂
田
浩
一
氏（
同
大
学
創
域
理
工
学
部

教
授
）に
よ
る
市
民
講
座「
生
成
系
Ａ
Ｉ

の
仕
組
み
～
最
新
Ａ
Ｉ
に
で
き
る
こ
と
、

で
き
な
い
こ
と
」が
、同
大
学
野
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
16
日
土
14
時
～
16
時

【
場
所
】
同
大
学
７
号
館
６
階
講
堂

東
京
理
科
大
学
で
包
括
連
携
協
定
講
座

【
定
員
】
180
人
（
配
信
は
250
人
）

市
史
講
演
会「
軍
人
と
し
て
の
鈴
木
貫
太
郎
」

　
市
で
は
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都

市
宣
言
記
念
事
業
と
し
て
、
市
史
講

演
会「
永
遠
の
平
和
へ
の
道
・
軍
人

と
し
て
の
鈴
木
貫
太
郎
」を
開
催
し

ま
す
。

　
野
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会
専
門
委

員
の
栗
田
尚
弥
氏（
國
學
院
大
學
講

師
）が
、
終
戦
時
の
内
閣
総
理
大
臣

の
貫
太
郎
に
海
軍
軍
人
と
し
て
の
経

験
や
思
想
が
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
か
を
語
り
ま
す
。

【
日
時
】２
月
24
日
土
13
時
30
分
～
15

時
30
分

【
場
所
】市
役
所
８
階
大
会
議
室

【
定
員
】先
着
150
人（
無
料
）

【
申
込
み
】当
日
13
時
か
ら
会
場
で
受

付【
問
合
せ
】市
史
編
さ
ん
担
当
☎
�
７

１
２
５
‐
７
８
０
２

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
４
０
３
３
９

【
申
込
み
】
３
月
13
日
水

ま
で
に
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら

【
問
合
せ
】
同
大
学
野
田
統
括
課
地
域

連
携
室
☎
�
７
１
２
２
‐
９
１
３
７

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
）、
企
画
調

整
課
☎
�
７
１
２
３
‐
１
０
６
５

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
２
３
５
４

物
価
高
騰
対
策
で

国
や
県
が
給
付
金
を
支
給

偽
の
警
告
画
面
で
だ
ま
す
サ
ポ
ー
ト
詐
欺

　
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
は
、
パ
ソ
コ
ン
画

面
に「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
」な
ど

の
偽
の
警
告
画
面
を
表
示
さ
せ
、
記

載
さ
れ
た
番
号
に
電
話
を
か
け
た
利

用
者
に
不
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ

フ
ト
の
購
入
や
サ
ポ
ー
ト
を
契
約
さ

せ
る
手
口
で
す
。

　
偽
警
告
画
面
は
、
詐
欺
な
の
で
契

約
は
せ
ず
、
お
金
も
支
払
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
１
人
で
判
断
し
な
い
で
、

ま
ず
は
家
族
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】防
犯
係
☎
�
７
１
９
９
︲

４
９
０
８

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
７
６
５
３

令和6年能登半島地震被災地支援
義援金受付や市営住宅の提供、市職員を派遣
◆市の窓口や郵便振替で義援金を受付中
受付窓口＝市役所生活支援課、関宿支所、各出張所
受付時間＝平日8時30分～17時15分（愛宕駅前出張所のみ平日9時～20
時、土9時～17時30分）
郵便振替＝口座番号「00150－7－325411」・口座名義「日赤令和6年能登半
島地震災害義援金」（受領証発行希望の場合は通信欄に「受領証希望」と記載）
【問合せ】生活支援課☎�7199-2573【ＨＰ検索】1040238
◆市営住宅を提供できる体制に
　住宅被害が半壊以上で、居住継続が困難となった世帯に、市営住宅2戸（一
般住戸、車椅子使用者専用住戸の各1戸）を提供しています。使用期間は6
か月以内（最長1年まで更新可）で家賃や敷金、駐車場使用料を免除しています。
【問合せ】営繕課☎� 7123-1194【ＨＰ検索】1040303
◆被災地への市職員派遣と支援体制
　千葉県からの要請を受け、市職員を石川県珠

す ず
洲市に派遣し、被災地

で住家被害認定業務等、被災自治体事務の支援を行っています。今後
も千葉県や関係団体と連携して、給水車による給水活動や避難所での
健康支援・衛生管理業務などの追加派遣できる体制を整えています。
【問合せ】人事課☎� 7199-4919

　
各
給
付
金
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
給
付

は
令
和
５
年
度
で
１
回
限
り
で
す
。

①
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金（
ひ
と
り
親
世
帯
分
・
ひ
と
り
親

世
帯
以
外
分
）
…
申
請
は
２
月
29
日

木（
令
和
６
年
２
月
29
日
木
ま
で
に

生
ま
れ
た
児
童
の
認
定
請
求
は
３
月

15
日
金
）ま
で
。
児
童
１
人
に
つ
き

５
万
円
。

②
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
重
点
支

援
給
付
金
…
申
請
は
３
月
29
日
金

（
必
着
）ま
で
。
非
課
税
世
帯
に
１
世

帯
に
つ
き
7
万
円
。

③
子
ど
も
の
成
長
応
援
臨
時
給
付
金

…
申
請
は
２
月
29
日
木（
必
着
）ま
で
。

県
内
在
住
の
小
・
中
学
生
が
い
る
世

帯
で
子
ど
も
1
人
に
つ
き
１
万
円
。

【
問
合
せ
】①
は
児
童
家
庭
課
☎
�
７
１

９
９
‐
３
２
７
３
、
②
は
生
活
支
援
課

☎
�
７
１
９
９
‐
４
７
７
０
、
③
は
児

童
家
庭
課
☎
�
７
１
9
９
‐
３
２
７
３

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】①
は
１
０
３
７
７
３
３
、

１
０
３
７
７
３
４
、
②
は
１
０
３
９

９
０
４
、
③
は
１
０
３
８
４
４
８

　
洪
水
や
浸
水
な
ど
の
万
一
の
災
害

に
備
え
て
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

マ
イ・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
ろ
う
⑧（
避
難
情
報
）

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　

作
成
す
る
上
で
は
、
い
つ
避
難
を

開
始
す
る
か
を
決
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
開
始
判
断
の
１
つ
に
、
市
が

発
令
す
る
３
段
階
の
避
難
情
報
が
あ

り
ま
す
。
自
宅
が
浸
水
想
定
区
域
内

で
避
難
先
へ
の
移
動
に
時
間
を
要
す

る
方
は
、
高
齢
者
等
避
難（
警
戒
レ
ベ

ル
３
・
赤
）や
避
難
指
示（
レ
ベ
ル
４
・

紫
）で
、
全
て
の
人
が
避
難
を
開
始
し

ま
す
。
緊
急
安
全
確
保（
レ
ベ
ル
５
・

黒
）で
は
、
す
で
に
災
害
が
発
生
し
て

い
る
と
考
え
、避
難
指
示（
レ
ベ
ル
４・

紫
）ま
で
の
間
に
浸
水
し
な
い
安
全
な

場
所
に
避
難
が
完
了
で
き
る
よ
う
に
、

早
め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】防
災
安
全
課
☎
�
７
１
３

６
︲
１
７
７
９

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
９
２
３
８



　市報のだ 令和６年２月１日号
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災
害
の
起
こ
り
方
は
地
理
に
大
き

く
左
右
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
自
然
環
境
を
理
解
し
、
ど
の
場

所
で
ど
の
よ
う
な
災
害
リ
ス
ク
が
あ

る
か
を
予
測
し
、
対
策
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

「
花は
な

」
に
関か
ん

す
る
た
く
さ
ん
の
言こ
と
ば葉

に
出で

あ合
え
ま
す
。
美う
つ
く

し
い
花は
な

や
か
わ

い
ら
し
い
花は
な

が
た
く
さ
ん
紹し
ょ
う
か
い介

さ
れ

て
い
ま
す
。
日に
ほ
ん
じ
ん

本
人
が
大た
い
せ
つ切
に
し

て
き
た
豊ゆ
た

か
な
四し

き季
を
、
こ
の
本ほ
ん

と

一い
っ
し
ょ緒

に
探さ
が

し
に
行い

き
ま
し
ょ
う
。

「今こそ学ぼう地理の基本 防災編」

「日本のことばずかん　はな」
神永曉・監修

講談社

New Books

北 図 書 館☎� 7129-8811 せきやど図書館☎� 7198-4946
興風図書館☎� 7123-7611　南 図 書 館☎� 7125-7981

南図書館の推せん図書

長谷川直子 ･編
鈴木康弘・編
山川出版社

弓
矢
で
的
を
射
る
オ
ビ
シ
ャ

今
年
の
豊
凶
を
占
う

新
春
行
事
の
オ
ビ
シ
ャ

が
、
1
月
7
日
に
木
野
崎

の
香
取
神
社
、
8
日
に
東

宝
珠
花
の
日
枝
神
社
と
下

三
ケ
尾
の
香
取
駒
形
両
神

社
で
行
わ
れ
た
。

オ
ビ
シ
ャ
は
、
千
葉
県
の

利
根
川
下
流
域
を
中
心
に
、

埼
玉
県
や
茨
城
県
、
関
東

の
農
村
で
行
わ
れ
る
行
事

で
市
内
で
も
残
っ
て
い
る
。

参
加
者
は
、「
コ
ロ
ナ
禍

は
開
催
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
多
く
の
人
に
知
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

香取駒形両神社（下三ケ尾）香取駒形両神社（下三ケ尾） 日枝神社（東宝珠花）日枝神社（東宝珠花）

映
画
化
さ
れ
た
作
品
も
大
ヒ
ッ
ト

野
田
市
出
身
の
漫
画
家
の
原
画
を
初
展
示

高
橋　
の
ぼ
る
さ
ん

　
シ
リ
ー
ズ
累
計
発
行
部
数
が
１
千
万

部
を
突
破
し
た「
土モ
グ
ラ竜

の
唄
」や
中
国
史
劇

「
劉
り
ゅ
う
ほ
う

邦
」な
ど
、
人
気
作
を
次
々
と
発
表
す

る
漫
画
家
・
高
橋
の
ぼ
る
さ
ん
の
原
画
展

が
興
風
図
書
館
で
２
月
11
日
か
ら
始
ま

り
ま
す（
２
面
参
照
）。「手
に
職
を
付
け
よ

う
と
梅
郷
の
す
し
店
な
ど
で
働
き
始
め
ま

し
た
が
ど
こ
も
長
続
き
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
た
ら

35
年
も
続
け
ら
れ
ま
し
た
」と
語
り
ま
す
。

　
中
央
小
３
年
の
時
に
描
い
た
ク
ジ
ャ

ク
の
絵
で
県
展
金
賞
を
受
賞
し
た
こ
と

が「
絵
に
自
信
を
持
て
た
き
っ
か
け
」と
話

す
高
橋
さ
ん
は
、
23
歳
で
投
稿
を
始
め

る
と
わ
ず
か
１
年
後
に
は
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
。

そ
の
後
は
、
楳
図
か
ず
お
先
生
に
弟
子

入
り
し
て
画
力
や
ス
ト
ー
リ
ー
構
成
に

磨
き
を
か
け
て
い
き
ま
し
た
。
読
み
終

わ
っ
た
後
に
勇
気
、
元
気
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
描
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
高
校
を
中
退
し
将
来
に
迷
っ
て
い
た

頃
、
笑
顔
で
明
る
く
人
に
接
し
始
め
た
ら
、

ま
た
会
い
た
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

人
生
が
拓ひ
ら

け
て
き
ま
し
た
。
魅
力
的
な

人
に
な
る
こ
と
、
好
き
な
こ
と
を
続
け
る

こ
と
が
幸
せ
に
通
じ
る
と
思
い
ま
す
」と

は
じ
け
る
笑
顔
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

上
花
輪
出
身
・
昭
和
39
年
生
ま
れ

活躍紹介

観光協会ホームページでは入賞 8作品を紹介

市
内
の
魅
力
を
再
発
見

野
田
の
観
光
写
真
展

市
民
が
撮
影
し
た
野
田

の
魅
力
を
紹
介
し
よ
う

と
、
市
観
光
協
会
は
野
田

の
観
光
写
真
展
を
１
月
10

日
か
ら
16
日
ま
で
い
ち
い

の
ホ
ー
ル
、
17
日
か
ら
23

日
ま
で
市
役
所
ふ
れ
あ
い

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
た
。

今
回
は
、
野
田
の
春・夏・

秋
・
冬
を
テ
ー
マ
に
24
人
が

70
点
を
応
募
。
大
輪
の
花

咲
く
ひ
ま
わ
り
の
里
や
、
雪

が
降
る
江
戸
川
の
鉄
橋
を

走
り
抜
け
る
電
車
の
写
真

な
ど
が
会
場
を
彩
っ
た
。

香取神社（木野崎）香取神社（木野崎）
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みんなで支えるバリアフリー（71）

子どもの成長をつづる
ライフサポートファイル

　
市
で
は
支
援
を
必
要
と
す
る
お
子

さ
ん
や
発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん

を
対
象
に
し
た
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ほ
し
い
情
報
な
ど
を
支
援
者
に
伝
え
、

よ
り
良
い
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
様
式
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
９
８
０
２

　
こ
れ
は
、
お
子
さ
ん
の
成
長
や
生

活
の
様
子
、
関
わ
り
方
な
ど
を
保
護

者
の
方
が
記
録
し
た
り
、
関
係
機
関

か
ら
の
書
類
を
挟
み
込
む
な
ど
し
て
、

お
子
さ
ん
に
関
す
る
情
報
を
1
つ
の

フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
お
子
さ
ん
の
こ
と
を
相
談
に
行
く

時
や
入
園
、
入
学
な
ど
で
お
子
さ
ん

を
取
り
巻
く
環
境
に
変
化
が
あ
っ
た

時
に
フ
ァ
イ
ル
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
や
知
っ
て
お
い
て

 

ライフサポート 

ファイル 

 

 

野田市

お子さんの情報伝達ツールに

わが家の自慢料理

ダイコンのたまり漬け

倉橋妙子さん（春日町）

①ダイコンの皮をむき、いちょう切りにしてボウルに入
れ、塩を絡めた後に重石をする②一日たったら、塩水を
すべて捨てる③鍋にしょうゆ、ざらめ糖、酢、みりん、赤
とうがらしを入れ、煮立たせる④❸を熱いうちに❷の塩
水を捨てたダイコンにかけて、再び重石をする⑤一日
たったらダイコンと漬け汁を別々に分け、煮立たせた漬
け汁をダイコンの上にかけ、冷ましたら、出来上がり
※山形県米沢市在住の親族から教えてもらいました。完
成後、冷蔵庫などで1か月くらい寝かせると、色が濃くな
り、よりおいしくなります。ご飯やお茶と一緒にどうぞ。
《材料》（5キログラム分）：ダイコン 5キログラム、塩 50グラ
ム、しょうゆ 4合、ざらめ糖 600グラム、酢 1合、みりん 1合、
赤とうがらし少々

原案

右
上
の
書
は
客
殿
応

接
間
に
掲
げ
て
あ
り

本
妙
寺
の
山
号

「
徳

川
家
が
栄
え
る

」
と

い
う
意
味
の

「
徳
栄

山

」
と
書
か
れ
て
い

る
。
左
上
の
書
は
客

殿
二
階
に
掲
げ
て
あ

り
、
法
華
経
の
経
文

の
一
部
で
侍
従
長
時

代
に
書
か
れ
た
も
の

か
?

貫
太
郎
翁
の
書
が
二
点
存
在

久
世
家
ゆ
か
り
の
巣
鴨
本
妙
寺
に

本
妙
寺
は
元
亀
二
年

(

1
5
1
7

)

徳

川
家
康
の
家
臣
久
世
広
宣
ら
五
人
が
家
康

が
岡
崎
か
ら
遠
州
曳
馬
へ
の
入
城
に
際

し
、
創
立
さ
れ
た
お
寺
で
あ
り
、
天
正
十

八
年

(

1
5
9
0

)

家
康
が
関
東
奉
行
と

し
て
江
戸
城
入
城
に
際
し
て
、
久
世
家
等

と
と
も
に
江
戸
へ
移
転
し
た
。
久
世
家
ら

幕
臣
の
帰
依
を
得
て
そ
の
外
護
に
よ
り
伽

藍

も

整

備

さ

れ

た

が

、

寛

永

十

三

年

(

1
6
3
6

)

出

火

の

た

め

全

焼

し

た

が
、
久
世
大
和
守
広
之
の
尽
力
に
よ
り
本

郷
丸
山
に
大
寺
院
と
し
て
復
興
し
た
。
し

か
し

「
明
暦
の
大
火

」
に
よ
っ
て
全
て
焼

失
し
た
が
数
年
後
に
復
興
し
た
。
明
治
四

十
一
年

(

1
9
0
8

)

現
在
の
巣
鴨
に
移

転
す
る
ま
で
本
郷
丸
山
に
あ
っ
た
。

本
妙
寺
に
は
久
世
家
累
代
の
墓
地
が
あ

る
こ
と
や
貫
太
郎
翁
も
比
較
的
近
所
に
住

ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
度
々
墓
参
し
た
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
鈴
木
家
も
同
じ
宗
派

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
寺
か
ら
の
依
頼

で
こ
れ
ら
の
書
を
寄
進
し
た
の
で
は
な
い

か
。
本
妙
寺
に
は
他
に

「
遠
山
金
四
郎

」

や

「
千
葉
周
作

」
の
墓
地
も
あ
り
、
是
非

訪
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

久
世
家
ゆ
か
り
の
お
寺
に

貫
太
郎
翁
の
２
つ
の
書

徳
栄
山
本
妙
寺
（
豊
島

区
巣
鴨
）
は
、
元
亀
２(

１

５
７
１)

年
に
久
世
広ひ
ろ
の
ぶ宣
ら

に
よ
っ
て
現
在
の
静
岡
県

に
開
基
さ
れ
た
寺
院
で
す
。

天
正
18
（
１
５
９
０)

年

に
、
徳
川
家
康
の
関
東
へ

の
移
封
と
共
に
江
戸
に
移

転
し
ま
し
た
。

寛
永
13（
１
６
３
６
）年

に
は
火
事
で
全
焼
し
ま
す

が
、
久
世
広ひ
ろ
ゆ
き之ら
の
尽
力

で
本
郷
丸
山
（
文
京
区
本

郷
）
で
復
興
し
ま
し
た
。

明
治
41（
１
９
０
８
）年

に,

現
在
の
豊
島
区
巣
鴨

に
移
転
し
て
い
ま
す
。

本
妙
寺
に
は
、
関
宿
藩

主
久
世
家
歴
代
の
墓
所
が

あ
り
、
近
隣
に
住
ん
で
い

た
鈴
木
貫
太
郎
翁
は
、
か

つ
て
の
主
君
の
墓
参
り
し

て
い
た
は
ず
で
、
そ
ん
な

ご
縁
で
こ
れ
ら
の
書
を
揮

毫
し
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
で
き
ま
す
。

同
寺
院
に
は
他
に
遠
山

金
四
郎
や
千
葉
周
作
の
墓

地
も
あ
る
の
で
、ぜ
ひ
訪
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

侍従長時代に書かれた書（法華経の経文の一部）侍従長時代に書かれた書（法華経の経文の一部）

鈴木貫太郎翁を知る（28）

デ
フ
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て

障
が
い
に
理
解
を

障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
1
月
17
日
、

聴
覚
障
が
い
者
の
大
会
デ

フ
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
準
優
勝
し
た
日
本
代

表
の
瀧
澤
諒
斗
選
手
が
、

母
校
の
二
川
小
学
校
と
二
川

中
学
校
で
講
演
を
行
っ
た
。

児
童
や
生
徒
ら
は
、
手

話
に
始
め
は
戸
惑
っ
て
い

た
が
、「
障
が
い
は
他
人

事
で
は
な
い
。
困
っ
て
い

る
人
を
助
け
ら
れ
る
人
に

な
っ
て
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
真
剣
に
聴
い
て
い
た
。

講演後は後輩らとサッカーなどで交流

瀧澤選手瀧澤選手

原案

右
上
の
書
は
客
殿
応

接
間
に
掲
げ
て
あ
り

本
妙
寺
の
山
号

「
徳

川
家
が
栄
え
る

」
と

い
う
意
味
の

「
徳
栄

山

」
と
書
か
れ
て
い

る
。
左
上
の
書
は
客

殿
二
階
に
掲
げ
て
あ

り
、
法
華
経
の
経
文

の
一
部
で
侍
従
長
時

代
に
書
か
れ
た
も
の

か
?

貫
太
郎
翁
の
書
が
二
点
存
在

久
世
家
ゆ
か
り
の
巣
鴨
本
妙
寺
に

本
妙
寺
は
元
亀
二
年

(

1
5
1
7

)

徳

川
家
康
の
家
臣
久
世
広
宣
ら
五
人
が
家
康

が
岡
崎
か
ら
遠
州
曳
馬
へ
の
入
城
に
際

し
、
創
立
さ
れ
た
お
寺
で
あ
り
、
天
正
十

八
年

(

1
5
9
0

)

家
康
が
関
東
奉
行
と

し
て
江
戸
城
入
城
に
際
し
て
、
久
世
家
等

と
と
も
に
江
戸
へ
移
転
し
た
。
久
世
家
ら

幕
臣
の
帰
依
を
得
て
そ
の
外
護
に
よ
り
伽

藍

も

整

備

さ

れ

た

が

、

寛

永

十

三

年

(

1
6
3
6

)

出

火

の

た

め

全

焼

し

た

が
、
久
世
大
和
守
広
之
の
尽
力
に
よ
り
本

郷
丸
山
に
大
寺
院
と
し
て
復
興
し
た
。
し

か
し

「
明
暦
の
大
火

」
に
よ
っ
て
全
て
焼

失
し
た
が
数
年
後
に
復
興
し
た
。
明
治
四

十
一
年

(

1
9
0
8

)

現
在
の
巣
鴨
に
移

転
す
る
ま
で
本
郷
丸
山
に
あ
っ
た
。

本
妙
寺
に
は
久
世
家
累
代
の
墓
地
が
あ

る
こ
と
や
貫
太
郎
翁
も
比
較
的
近
所
に
住

ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
度
々
墓
参
し
た
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
鈴
木
家
も
同
じ
宗
派

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
寺
か
ら
の
依
頼

で
こ
れ
ら
の
書
を
寄
進
し
た
の
で
は
な
い

か
。
本
妙
寺
に
は
他
に

「
遠
山
金
四
郎

」

や

「
千
葉
周
作

」
の
墓
地
も
あ
り
、
是
非

訪
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

原案

右
上
の
書
は
客
殿
応

接
間
に
掲
げ
て
あ
り

本
妙
寺
の
山
号

「
徳

川
家
が
栄
え
る

」
と

い
う
意
味
の

「
徳
栄

山

」
と
書
か
れ
て
い

る
。
左
上
の
書
は
客

殿
二
階
に
掲
げ
て
あ

り
、
法
華
経
の
経
文

の
一
部
で
侍
従
長
時

代
に
書
か
れ
た
も
の

か
?

貫
太
郎
翁
の
書
が
二
点
存
在

久
世
家
ゆ
か
り
の
巣
鴨
本
妙
寺
に

本
妙
寺
は
元
亀
二
年

(

1
5
1
7

)

徳

川
家
康
の
家
臣
久
世
広
宣
ら
五
人
が
家
康

が
岡
崎
か
ら
遠
州
曳
馬
へ
の
入
城
に
際

し
、
創
立
さ
れ
た
お
寺
で
あ
り
、
天
正
十

八
年

(

1
5
9
0

)

家
康
が
関
東
奉
行
と

し
て
江
戸
城
入
城
に
際
し
て
、
久
世
家
等

と
と
も
に
江
戸
へ
移
転
し
た
。
久
世
家
ら

幕
臣
の
帰
依
を
得
て
そ
の
外
護
に
よ
り
伽

藍

も

整

備

さ

れ

た

が

、

寛

永

十

三

年

(

1
6
3
6

)

出

火

の

た

め

全

焼

し

た

が
、
久
世
大
和
守
広
之
の
尽
力
に
よ
り
本

郷
丸
山
に
大
寺
院
と
し
て
復
興
し
た
。
し

か
し

「
明
暦
の
大
火

」
に
よ
っ
て
全
て
焼

失
し
た
が
数
年
後
に
復
興
し
た
。
明
治
四

十
一
年

(

1
9
0
8

)

現
在
の
巣
鴨
に
移

転
す
る
ま
で
本
郷
丸
山
に
あ
っ
た
。

本
妙
寺
に
は
久
世
家
累
代
の
墓
地
が
あ

る
こ
と
や
貫
太
郎
翁
も
比
較
的
近
所
に
住

ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
度
々
墓
参
し
た
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
鈴
木
家
も
同
じ
宗
派

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
寺
か
ら
の
依
頼

で
こ
れ
ら
の
書
を
寄
進
し
た
の
で
は
な
い

か
。
本
妙
寺
に
は
他
に

「
遠
山
金
四
郎

」

や

「
千
葉
周
作

」
の
墓
地
も
あ
り
、
是
非

訪
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「徳栄山」（徳川家が栄えるの意味）「徳栄山」（徳川家が栄えるの意味）



　市報のだ 令和6年2月1日号

❽

◆
関
宿
パ
ー
ク
Ｍモ
ッ
プ
ス

Ｏ
Ｐ
Ｓ（
関
宿
総

合
公
園
）体
育
館
で
教
室
な
ど　

①

火
曜
卓
球
教
室
…
２
月
6
日
～
３
月

５
日（
13
日
除
く
）の
火
14
時
～
16
時
。

全
４
回
。
18
歳
以
上
。
千
570
円
。
②

柏
ゴ
ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ク
ス
チ
ア
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
…
２
月
6
日
～
27
日（
2

月
13
日
は
除
く
）の
火
16
時
～
16
時

50
分
。
全
３
回
。
未
就
学
児
～
小
学

1
年
生
。
７
千
700
円
。
い
ず
れ
も
館

内
シ
ュ
ー
ズ（
①
は
ラ
ケ
ッ
ト
も
）持

参
。
申
込
み
は
事
前
に
電
話
か
直
接

同
館
☎
�
７
１
９
８
︲
８
５
０
０
へ

◆
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
我
孫
子
市
）の
認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン

ト

①
講
演
会
…
2
月
23
日
金
13
時

30
分
～
15
時
30
分
け
や
き
プ
ラ
ザ
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
。
先
着
500
人
。
②

体
験
会
…
2
月
23
日
金
10
時
～
20
時

同
プ
ラ
ザ
第
2
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
当

日
会
場
受
付
。
①
の
申
込
み
は
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
介
護
実
習
セ
ン
タ
ー

☎
・

�
７
１
6
５
‐
２
８
８
６
へ

◆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会　
2
月

29
日
木
19
時
～
21
時
、
3
月
２
日
土

14
時
～
16
時
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
ジ
ュ
ア

リ
ー
ナ（
総
合
公
園
体
育
館
）多
目
的

ル
ー
ム
で
。
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
や

ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
。
各
回
先
着
20
人
。

申
込
み
は
2
月
5
日
月
～
19
日
月
に

電
話
か
直
接
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
�

７
１
２
３
︲
１
３
６
７
へ

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座　

3
月
1
日
金
10
時
～
11
時
30
分
二
川

公
民
館
で
。
先
着
20
人
。
申
込
み
は

2
月
5
日
月
～
16
日
金
に
電
話
か
直

接
関
宿
高
齢
者
な
ん
で
も
相
談
室
☎

�
７
１
９
6
︲
５
５
８
８
へ

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
欅
の
ホ
ー

ル
内
）で
各
種
講
座
な
ど　

①
中
級

パ
ソ
コ
ン
講
座「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
活
用
」
…
３
月
５
日
～
15
日
の
火

金
10
時
～
正
午
。
全
４
回
。
ワ
ー
ド

の
基
本
操
作
と
文
字
入
力
が
で
き
る

◎
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
原
則
無
料
。
自
主
的
な
活
動
（
催
し
物
・
会
員

募
集
）の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
発
行
日
の
1
か
月
前
ま
で
に
Ｐ
Ｒ
推
進
室
へ
。

催
し
の
変
更
や
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
各
主
催
者
に
確
認
を

  

講
座
・
教
室

  

イ
ベ
ン
ト

野
田

関
宿

中
部

幼
稚

園
名

６
日
火
９
時
30
分
～
11
時

☎
�
７
１
２
２・
２
４
５
０

5
日
月
10
時
～
11
時

☎
�
７
１
９
６・
２
３
２
４

開
放
日
時
・
電
話
番
号

方
。
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
20

歳
以
上
。
20
人（
抽
選
）。
500
円
。
②

男
の
料
理（
そ
ば
打
ち
体
験
）…
３
月

９
日
～
30
日（
23
日
除
く
）の
土
９
時

～
13
時
。全
３
回
。市
内
在
住・在
勤・

在
学
の
男
性
。
12
人（
抽
選
）。
４
千

円
。
③
の
だ
こ
ど
も
塾「
色
で
生
き

る
力
を
身
に
つ
け
る
」
…
３
月
９
日

土
14
時
～
15
時
30
分
。
親
子
で
色
カ

ル
タ
作
り
。
10
組（
抽
選
）。
市
内
小

学
生
と
保
護
者
。
申
込
み
は
①
は
２

月
27
日
火
ま
で
、
②
③
は
2
月
15
日

木
ま
で
に
電
話
か
直
接（
①
は
は
が

き（
講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
を
明
記
）も
可
）〒
278
︲
０
０
３

５
中
野
台
168
︲
１
同
セ
ン
タ
ー
☎
�

７
１
２
３
︲
７
８
１
８
へ

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
講
座
な
ど

　
①
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー
「
戦
国
時
代

に
お
け
る
湖
沼
の
機
能
」
…
3
月
10

日
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
。
先
着

40
人
。
100
円
。
②
体
験
教
室「
関
宿

城
下
を
歩
こ
う（
城
下
町
コ
ー
ス
）」

…
3
月
20
日
水
10
時
～
正
午
。
同
館

学
芸
員
の
解
説
で
史
跡
を
巡
る
。
先

着
30
人
。
50
円
。
申
込
み
は
①
は
2

月
10
日
土
、
②
は
2
月
20
日
火
の
い

ず
れ
も
９
時
か
ら
同
館
☎
�
７
１
９

６
︲
１
４
０
０
へ

◆
2
月
の
幼
稚
園
の
園
庭
開
放　
問

各
幼
稚
園

◆
２
月
の
保
育
所
の
園
庭
開
放　
保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
親
子

で
保
育
体
験
。
育
児
相
談
も
。
10
時

～
11
時
。
当
日
会
場
受
付
。
問
各
保

育
所

◆
の
だ
っ
こ
ま
め
っ
こ
げ
ん
き
っ

こ
～
キ
ラ
キ
ラ
か
が
や
く
み
ん
な

の
笑
顔

２
月
7
日
水
～
20
日
火
8

時
30
分
～
17
時（
初
日
は
13
時
か
ら
、

最
終
日
は
正
午
ま
で
）市
役
所
１
階

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
生
物
多

様
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
ジ
オ
ラ
マ
な

ど
。
各
施
設
で
も
写
真
や
絵
な
ど
の

作
品
を
展
示
。
問
子
ど
も
保
育
課
☎

�
７
１
９
９
︲
４
４
７
７

◆
関
宿
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

イ
ベ
ン
ト　
①
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
関

宿（
認
知
症
カ
フ
ェ
）…
2
月
16
日
金

10
時
～
正
午
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
つ

く
し
ん
ぼ
で
。
②
え
ん
が
わ（
関
宿
）

カ
ラ
オ
ケ
…
2
月
21
日
水
10
時
～
正

午
関
宿
ナ
ー
シ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ（
桐

ケ
作
）で
。
い
ず
れ
も
先
着
10
人
で

200
円（
飲
み
物
代
）。
申
込
み
は
２
月

5
日
月
～
14
日
水
に
同
セ
ン
タ
ー
☎

�
７
１
９
６
︲
５
５
８
８
へ

◆
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど　
①
Ｙヤ
ン
グ

Ａ
ア
ダ
ル
ト

図
書
館
サ

ポ
ー
タ
ー
「
北
図
書
館
P
Ｒ
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
を
作
ろ
う
！
」
…
２
月
18

日
日
10
時
～
正
午
。
図
書
館
の
新
聞

作
り
。
小
学
5
年
生
～
高
校
生
。
先

着
10
人
。
②
キ
ッ
ズ
・
マ
ネ
ー
・
ス

ク
ー
ル
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
…
2

月
25
日
日
10
時
～
正
午
。
4
歳
～
10

歳
の
子
と
保
護
者
。
先
着
5
組
。
色

鉛
筆
持
参
。
申
込
み
は
い
ず
れ
も
2

月
12
日
月
か
ら
電
話
か
直
接
北
図
書

館
☎
�
７
１
２
９
‐
８
８
１
１
へ

◆
郷
土
博
物
館
・
市
民
会
館
で
展
示

会
な
ど　
①
お
雛
様
を
公
開
…
2
月

23
日
金
～
25
日
日
、
3
月
２
日
土
、

3
日
日
９
時
～
17
時
（
3
月
2
日
の

み
正
午
～
17
時
）
市
民
会
館
で
。
段

北
部
花
輪
清
水

中
根

福
田

南
部

乳
児

尾
崎

保
育

所
名

21
日
水

20
日
火

13
日
火

29
日
木

22
日
木

15
日
木

8
日
木

28
日
水

21
日
水

14
日
水

7
日
水

7
日
水

20
日
火

13
日
火

6
日
火

20
日
火

6
日
火

開
放
日

☎
�
７
１
２
５・４
６
９
７

☎
�
７
１
２
２・１
７
７
０

☎
�
７
１
２
２・５
０
５
０

☎
�
７
１
２
２・５
７
４
１

☎
�
７
１
３
８・０
５
７
７

☎
�
７
１
２
４・２
２
２
１

☎
�
７
１
２
４・２
２
２
４

☎
�
７
１
２
９・２
０
０
９

電
話
番
号



　　市報のだ 令和６年2月1日号

❾

市
税
な
ど
の
納
期（
2
月
）

納
期
限
は
2
月
29
日
木
で
す
。 

◆
①
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
４

期
）
②
国
民
健
康
保
険
料
（
９
期
）
③

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
８
期
）
④

介
護
保
険
料
（
９
期
）

納
付
書
を
確
認
し
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
①
は
収
税
課
、
②
③
は
国

保
年
金
課
、
④
は
高
齢
者
支
援
課

発熱などの症状のあるときは
①地域の身近な医療機関に電話相談
治まった症状を含めおおむね３日間の症
状を伝えてください
②どこに電話したらよいかわからないときは
　・千葉県新型コロナウイルス感染症相談センター
　　☎ 0570-200-139（24 時間 365日）
　・野田市発熱相談専用ダイヤル
　　☎�7123-1646（平日8 時30 分～17 時15 分)

☎
�
７
１
２
３
︲
７
８
１
８

◆
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
公
募
委

員

２
人
。
人
事
課
や
関
宿
支
所
、

各
出
張
所
な
ど
で
配
布
の
募
集
案
内

を
確
認
し
2
月
16
日
金（
消
印
有
効
）

ま
で
に
人
事
課
へ
持
参
か
ち
ば
電
子

申
請
サ
ー
ビ
ス
、
郵
送
で
〒
278
︲
８

５
５
０
野
田
市
役
所
人
事
課
☎
�
７

１
２
３
︲
１
0
７
２
へ

◆
統
計
調
査
員　
各
種
統
計
調
査
で

世
帯
や
事
業
所
を
訪
問
し
調
査
票
の

配
布
・
回
収
な
ど
を
行
う
。
20
歳
以

上
の
市
民
（
税
務
・
警
察
・
選
挙
に

直
接
関
わ
り
の
な
い
方
）。
調
査
ご

と
に
非
常
勤
の
公
務
員
と
し
て
任
命

さ
れ
、
国
の
基
準
に
基
づ
く
報
酬
あ

り
。
研
修
あ
り
。
問
行
政
管
理
課
☎

�
７
１
２
３
‐
１
０
７
３

◆
千
葉
県
生
涯
大
学
校
令
和
６
年
度

入
学
生

55
歳
以
上
の
県
民
。
申
込

み
は
高
齢
者
支
援
課
な
ど
で
配
布

の
願
書
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
可
）
で
確
認
を
。
問
千
葉

県
生
涯
大
学
校
事
務
局
☎
043
（
266
）

４
７
０
５

◆
興
風
会
長
寿
大
学
の
受
講
生　
期

間
は
４
月
か
ら
２
年
間（
年
間
13
日

程
度
）興
風
会
館
な
ど
で
。
令
和
6

年
３
月
末
時
点
で
60
歳
以
上
の
市

民
。
40
人（
抽
選
）。
年
間
２
千
円

飾
り
や
御
殿
飾
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ひ
な
人
形
を
展
示
。
②
企
画
展
「
知

れ
ば
知
る
ほ
ど
知
り
た
く
な
る
わ

た
し
た
ち
の
ま
ち
野
田
」
関
連
イ
ベ

ン
ト
・
散
策
会
（
愛
宕
神
社
周
辺
）

…
３
月
20
日
水
13
時
30
分
～
16
時
。

先
着
15
人
。
100
円
。
②
の
申
込
み
は

2
月
5
日
月
か
ら
同
館
☎
�
７
１
２

４
︲
６
８
５
１
へ

 

会
議
な

ど
の
傍
聴

◆
歌
声
カ
ル
テ
ッ
ト
の
昭
和
歌
謡
コ

ン
サ
ー
ト　
３
月
８
日
金
14
時
～
16

時
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。
有

名
な
唱
歌
や
歌
謡
曲
な
ど
を
プ
ロ
の

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
と
共
に
楽
し
む
。
先

着
330
人
。
前
売
り
2
千
500
円（
当
日

３
千
円
）。
野
田
ガ
ス
ホ
ー
ル（
文
化

会
館
）と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
電
話

予
約
可
）で
販
売
。
問
同
セ
ン
タ
ー

 

募
集
・
そ
の
他

（
昼
食
代
別
途
必
要
）。
申
込
み
は
２

月
29
日
木（
消
印
有
効
）ま
で
に
は
が

き
に
住
所
・
郵
便
番
号
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
年
齢（
生
年
月
日
）・
電

話
番
号
・
性
別
を
明
記
し
、
〒
278
︲

０
０
３
７
野
田
250
興
風
会
長
寿
大
学

事
務
局
☎
�
７
１
２
２
︲
２
１
９
１

へ◆
献
血
の
ご
協
力
を　

2
月
24
日

土
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
野
田
七
光
台

で
。
10
時
～
16
時（
11
時
45
分
～
13

時
除
く
）。
問
生
活
支
援
課
☎
�

７
１
９
９
︲
２
５
７
３

◆
大
麻
の
誤
っ
た
情
報
に
注
意　
大

麻
は
有
害
な
違
法
薬
物
。
誤
っ
た
情

報
拡
散
で
若
者
の
乱
用
が
深
刻
な
問

題
な
の
で
危
険
性
の
正
し
い
理
解

を
。
問
野
田
保
健
所
☎
�
７
１
２
４

︲
８
１
５
５

◆
都
市
計
画
審
議
会　
２
月
21
日
水

10
時
～
11
時
市
役
所
８
階
大
会
議
室

で
。
先
着
10
人
。
９
時
30
分
か
ら
受

付
。
問
都
市
計
画
課
☎
�
７
１
２
３

︲
１
１
９
３

◆
水
道
事
業
運
営
審
議
会　
２
月
21

日
水
13
時
30
分
～
15
時
水
道
部
お
客

様
セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室
で
。
先
着

５
人
。
13
時
か
ら
受
付
。
問
水
道
部

業
務
課
☎
�
７
１
２
４
︲
５
１
４
５

◆
保
健
医
療
問
題
審
議
会

2
月
21

 

文
化
財
・
史
跡
な

ど

日
水
13
時
30
分
～
15
時
市
役
所
8
階

大
会
議
室
で
。
先
着
10
人
。
13
時
か

ら
受
付
。
問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
�

７
１
２
５
︲
１
１
８
９

◆
防
災
会
議　

2
月
22
日
木
10
時

～
11
時
市
役
所
8
階
大
会
議
室
で
。

先
着
10
人
。
9
時
30
分
か
ら
受
付
。

問
防
災
安
全
課
☎
�
７
１
３
６
︲

１
７
７
９

◆
公
共
下
水
道
運
営
審
議
会　
２
月

22
日
木
14
時
～
16
時
中
央
公
民
館
１

階
講
堂
で
。
先
着
10
人
。
13
時
30

分
か
ら
受
付
。
問
下
水
道
課
☎
�

７
１
９
９
︲
４
３
５
３

◆「
絹け
ん
ぽ
ん本
著ち
ゃ
く
し
ょ
く色
釈し
ゃ
か迦
涅ね

槃は
ん

図ず

」の
公

開　
２
月
11
日
日
９
時
～
16
時
普
門

寺
で
。
県
指
定
有
形
文
化
財
で
天
文

年
間（
約
480
年
前
）に
制
作
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
涅
槃
図
。
問
生
涯
学
習

課
☎
�
７
１
９
９
‐
８
５
９
５
、
普

門
寺
☎
�
７
１
３
８
‐
０
２
３
０

◆
船
形
香
取
神
社
御ご
し
ゃ
せ
ん
お
ぜ
ん
こ
ん

社
擅
御
膳
献

上じ
ょ
う
し
き式　

２
月
11
日
日
10
時
～
正
午
。

江
戸
時
代
・
天
明
年
間
（
約
230
年

前
）
か
ら
続
く
オ
ビ
シ
ャ
で
、
魚
や

野
菜
な
ど
29
品
目
を
神
前
に
供
え
、

五ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
願
う
伝
統

行
事
。
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

問
生
涯
学
習
課
☎
�
７
１
９
９
‐

８
５
９
５

「
こ
ま
め
カ
フ
ェ
」を
開
催

　
野
田
の
市
民
活
動
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
こ

ま
め
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。
今

回
は
、
野
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
や
の
だ
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル

ほ
た
る
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン

グ
の
会
、
点
訳
絵
本
の
会
野
田
、

野
田
文
化
研
究
会
（
人
形
劇
）
の

5
団
体
が
登
場
し
ま
す
。

【
日
時
・
会
場
・
定
員
】
３
月
3

日
日
10
時
開
始
・
総
合
福
祉
会
館

３
階
第
３
会
議
室
・
先
着
20
人

【
申
込
み
】
2
月
26
日
月
ま
で
に
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
７
１
９
７
‐
１
５
４
３
・

�

７
１
９
７
‐
１
６
４
３
）
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
６
７
３
１



　市報のだ 令和6年2月１日号

◆
空
手
教
室
無
料
体
験　

2
月
17

日
、
24
日
の
土
10
時
～
正
午
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。

全
２
回
。
５
歳
以
上
。
先
着
5
人
。

申
込
み
は
２
月
5
日
月
～
10
日
土
に

岡
田
☎
090
︲
３
０
９
７
︲
２
１
２
７
へ

◆
野
田
地
方
史
懇
話
会「
野
田
の
歴

史
を
聞
く
会
」　

2
月
17
日
土
13
時

30
分
～
15
時
30
分
興
風
会
館
で
。
芝

田
栄
太
郎
氏（
東
宝
珠
花
共
有
地
管

理
組
合
理
事
長
）に
よ
る
宝
珠
花
の

話
。
先
着
30
人
。
300
円（
資
料
代
）。

申
込
み
は
２
月
６
日
火
～
13
日
火
に

中
山
☎
080
︲
５
５
１
８
︲
６
４
１
９
へ

◆
津
軽
三
味
線
無
料
体
験
教
室　

2

月
18
日
、
25
日
の
日
13
時
～
15
時
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。

全
２
回
。
小
学
３
年
生
以
上
。
先
着
3

人
。
申
込
み
は
２
月
5
日
月
～
10
日
土

に
髙
橋
☎
�
７
１
２
５︲５
６
２
９
へ

◆
運
河
塾「
理
窓
公
園
の
動
植
物
の

多
様
性
」
２
月
24
日
土
13
時
～
16

時
東
京
理
科
大
学
野
田
キ
ャ
ン
パ

ス
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
第
一
ゼ
ミ
室
で
。

先
着
60
人
。
300
円
。
当
日
会
場
へ
。

問
紺
野
☎
090
︲
２
４
２
０
︲
８
４
２
０

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど　

①
お
は
な
し
玉
手
箱
…
2
月
7
日
水
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
な
ど
。
②
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
…

2
月
20
日
火
。
③
育
児
相
談
日
…
2

月
27
日
火
。
２
組
。
い
ず
れ
も
10
時
～

11
時
で
０
～
３
歳
の
子
と
保
護
者
。
申

込
み
は
事
前
に

ゆ
う
＆
み
い
☎
�
７

１
２
４︲１
３
６
７（
９
時
～
11
時
）へ

◆「
源
氏
絵
～
浮
世
絵
に
見
る
『源
氏

物
語
』」展
　

2
月
7
日
水
～
3
月
24

日
日
10
時
～
17
時（
入
館
は
16
時
ま

で
）茂
木
本
家
美
術
館
で
。
江
戸
時
代

の
源
氏
絵
。
700
円（
中
学
生
以
下
無

料
）。
要
予
約
。
申
込
み
は
事
前
に
同

館
☎
�
７
１
２
０
︲
１
４
８
９
へ

◆
腹
話
術
で
楽
し
む　

2
月
8
日
木

10
時
30
分
～
11
時
30
分
シ
ル
バ
ー
サ

�

  

講
座
・
教
室

ロ
ン
は
つ
ら
つ
・
ゆ
う
み
い
で
。
当
日

会
場
へ
。
問

ゆ
う
＆
み
い
☎
�
７
１

９
７
︲
２
１
３
３

◆
お
も
ち
ゃ
病
院
野
田　
2
月
10
日

土
10
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
。
部
品
代

は
実
費
負
担
。
当
日
会
場
へ
。
問
本

田
☎
�
７
１
２
９
︲
７
４
９
５

◆
童
謡
の
会
・
歌
声
の
会　
2
月
11

日
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
市
役
所

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
。
愛
唱
名

歌
集
持
参
。
500
円
。
当
日
会
場
へ
。

問
清
水
☎
�
７
１
２
２
‐
３
９
５
１

◆
東
葛
教
育
芸
術
祭　
２
月
14
日
水

  

イ
ベ
ン
ト

◎
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
原
則
無
料
。
自
主
的
な
活
動
（
催
し
物
・
会
員

募
集
）の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
発
行
日
の
1
か
月
前
ま
で
に
Ｐ
Ｒ
推
進
室
へ
。

催
し
の
変
更
や
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
各
主
催
者
に
確
認
を

野田の魅力を発見!!シリーズ�
野田駅ではなく、なぜ野田市駅？

　野田駅は、明治29（1896）
年に房総鉄道（現在のＪＲ東
日本外房線）に設置しました。
　次の野田駅は、明治31年
に西成鉄道（現在のＪＲ西日
本大阪環状線）に設置し、３
番目の野田駅は、明治34年

～
18
日
日
９
時
～
17
時（
初
日
は
13

時
か
ら
、
最
終
日
は
13
時
ま
で
）さ

わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ（
柏
市
）

で
。
教
職
員
の
絵
画
・
書
道
・
手
工

芸
・
写
真
・
文
芸
な
ど
約
130
点
。
問

髙
橋
☎
�
７
１
２
５
︲
２
６
３
９

◆
下
総
野
田
谷
津
自
然
の
会
主
催「
野

田
の
自
然
と
竹
林
再
生
写
真
展
」
2

月
17
日
土
～
3
月
2
日
土
川
間
公
民

館
、
３
月
5
日
火
～
17
日
日
北
部
公
民

館
で
。
い
ず
れ
も
9
時
～
17
時
。
谷
津

と
竹
林
の
写
真
10
点
以
上
。
問

甲
斐
☎
090︲９
９
６
０‐１
９
８
６

◆
野
田
市
商
店
街
連
合
会
で
大
抽
選

会　

2
月
18
日
日
10
時
～
15
時
欅
の

ホ
ー
ル
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
。

連
合
会
売
出
開
催
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら

れ
て
い
る
店
で
２
月
３
日
土
～
18
日

日
に
買
い
物
を
す
る
と
300
円
に
つ
き

１
枚
進
呈
さ
れ
る
抽
選
補
助
券
10
枚

で
１
回
抽
選
。
問
野
田
市
商
店
街
連

合
会
☎
�
７
１
２
２
︲
３
８
５
８
、
商

工
労
政
課
☎
�
７
１
２
３
︲
１
０
８
５

◆
ち
ょ
っ
と
硬
派
な
お
し
ゃ
べ
り
カ

フ
ェ　
2
月
19
日
月
13
時
30
分
～
15

時
30
分
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。

政
治
や
社
会
現
象
な
ど
を
語
り
合
う
。

先
着
12
人
。
当
日
会
場
受
付
。
問
宇

に入
いるま

間馬車鉄道（現在は廃線）で、次は、明治38年4月に阪神電鉄阪
神本線で、同年7月に磐

いわきたんこうきどう
城炭礦軌道（現在は廃線）で設置しています。

　そして、野田市に鉄道が開通したのは明治44年5月9日です。現
在の野田市駅の駅名原案は野田駅でした。しかし、鉄道院へ出願後、
国有鉄道に同名の駅があったため名称変更させられたので、野田町
駅として開業することになりました。大正3（1914）年には、ＪＲ外房
線の野田駅（千葉市内）は誉

ほんだ
田駅と改称され、野田町駅は、昭和25

（1950）年の市制施行に伴い駅名も野田市駅になり、現在に至ります。
　全国に約1万箇所ある駅のうち、「野田」という言葉がつく駅は、
野
の だ お い

田生駅（ＪＲ北海道函館本線）や陸
りくちゅうのだ

中野田駅（三陸鉄道リアス線）、
野
の だ し ん ま ち

田新町駅（ＪＲ東海東海道本線）、北野田駅（南海電鉄高
こ う や

野線）、
野
の だ ご う

田郷駅（肥
ひ さ つ

薩おれんじ鉄道）など約15駅もありますが、野田市以
外に「野田市駅」の名称はありません。全国で唯一無二の駅名です。
【問合せ】ＰＲ推進室☎�7199–2090【参考文献】相浦秀也「千葉県営
軽便鉄道野田線開通までについて」『かつしか台地』第16号1998年、

『停車場変遷大事典国鉄・ＪＲ編Ⅰ・Ⅱ』ＪＴＢ1998年、『全国駅名あい
うえお順一覧2019』JTBパブリッシング2019年、『野田市史資料編
近現代１』野田市2012年、川口素生『関西「駅名」の謎』洋泉社2017年

有吉町通りに在る野田町駅跡の標柱有吉町通りに在る野田町駅跡の標柱
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野
☎
�
７
１
２
７
︲
１
７
５
４

◆
日
珠
連
野
田
支
部
・
新
規
珠
算
指

導
者
説
明
会　

2
月
21
日
水
10
時
～

11
時
野
田
商
工
会
議
所（
欅
の
ホ
ー
ル

内
）で
。
筆
記
用
具
持
参
。
申
込
み
は
事

前
に
佐
藤
☎
080‐３
４
７
７︲９
４
７
４
へ

◆
野
田
が
ん
哲
学
外
来
＆
メ
デ
ィ
カ

ル
カ
フ
ェ　

２
月
25
日
日
14
時
～
16

時
総
合
福
祉
会
館
で
。
が
ん
の
悩
み
や

付
き
合
い
方
な
ど
を
語
っ
て
分
か
ち
合

う
。
患
者
や
家
族
、
医
療
関
係
者
な
ど
。

先
着
20
人
。
申
込
み
は
２
月
５
日
月
か

ら
髙
野
☎
070
‐
２
１
７
９‐０
４
５
７
へ

◆
障
害
年
金
専
門
社
労
士
に
よ
る
無

料
相
談
会　
2
月
9
日
金
松
戸
市
民

劇
場（
松
戸
市
）、
２
月
19
日
月
中
央

公
民
館
で
。
い
ず
れ
も
13
時
～
16
時
。

各
回
先
着
10
人
。
年
金
手
帳
や
病
歴
、

初
診
状
況
の
メ
モ
持
参
。
申
込
み
は

2
月
5
日
月
か
ら
各
開
催
日
正
午
ま

で
に
守
山
☎
090
︲
８
５
５
９
︲
５
６

９
７
へ

◆
木
造
住
宅
耐
震
診
断
な
ど
の
無
料

相
談
会　
2
月
18
日
日
9
時
15
分
～

16
時
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館（
い

ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）で
。
建
築
士
に

よ
る
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
た

耐
震
相
談
。
先
着
８
組
。
自
宅
の
写

真
や
建
築
図
面
持
参
。
9
時
15
分
～

10
時
は
木
造
耐
震
講
座
も
実
施
。
申

込
み
は
2
月
５
日
月
～
16
日
金
に
染

谷
☎
�
７
１
３
８
︲
１
８
０
４
へ

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
老
い
じ
た
く
あ
ん
し
ん

ね
っ
と「
遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会
」　

2
月
20
日
火
９
時
～
正
午
野
田
商
工
会

議
所（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。
人
生
設
計
や

遺
言
・
相
続
・
成
年
後
見
な
ど
。
先
着

３
人
。
申
込
み
は
2
月
5
日
月
～
12
日

月
に
斉
藤
☎
�
７
１
２
４︲４
１
７
０へ

◆
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談　
２
月

24
日
土
10
時
～
正
午
千
葉
県
弁
護
士

会
松
戸
支
部（
松
戸
１
２
８
１
︲
29
）

で
。
先
着
６
人
。
対
面
で
1
人
30
分
。

要
予
約
。
申
込
み
は
２
月
８
日
木
10

時
か
ら
同
支
部
☎
047（
366
）６
６
１
１
へ

�

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を

「
わ
が
家
の
天
使
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
Ｐ
Ｒ
推
進
室
☎
�
７
１
９
９
︲
２
０
９
０
へ

◎
前
回
の
正
解
と
当

選
者
…
１
月
１
日
号

の
正
解
は
「
イ
チ
エ

ン
ア
ン
」
で
し
た
。

　

136
人
の
正
解
者
の

中
か
ら
抽
選
の
結
果
、

当
選
者
は
、
安
部
清

明
様
、
岡
田
典
子
様
、

大
橋
一
之
様
、
北
島

恵
様
、
久
保
先
一
郎

様
、
小
島
幸
子
様
、
坂

巻
晴
香
様
、
須
藤
澄

子
様
、
中
村
政
枝
様
、

濵
田
秀
明
様
（
五
十

音
順
）
で
す
。

ア

ウ

ソ

リ

ゴ サ

ボ
イ

ン

チ

ネ
ク

イ

ブ

ネ

シ

シ
ハ

デ

コ

シ エ

ド
キ

ン

ム
ア

コ

エ

オ
ウ

ガ

イセ

ス

ゴ

ゴ

ル
ン

カ

カ ン

ウ

ン

ン

キ カ

コ ウ
ウ

イ

②

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、

二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
F

の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。
ヒ
ン
ト
＝
今
号
7
面
に
答
え
が
あ

り
ま
す
（
出
題
＝
Ｐ
Ｒ
推
進
室
・
参
考

＝
広
辞
苑
な
ど
）

【
タ
テ
の
カ
ギ
】①
12
×
12
メ
ー
ト
ル
の

正
方
形
の
中
で
演
技
す
る
体
操
競
技
。

②
二
十
四
節
気
で
５
月
６
日
ご
ろ
。③
地

域
の
人
口
が
減
る
こ
と
。④
中
国
戦
国

時
代
の
儒
学
思
想
家
。名
言
に
五
十
歩

百
歩
が
あ
る
。⑤
2
月
か
ら
野
田
市
駅
の

発
車
ー
は
野
田
市
応
援
ソ
ン
グ
「
Ｔ
ｈ
ｅ

Ｄ
ａ
ｙ
」に
。⑧
人
類
初
の
月
面
着
陸
、

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
打
ち
上
げ
を
実

現
さ
せ
た
機
関
。⑨
誇
る
こ
と
。ー
心
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
新
橋
か
ら
豊
洲
を
無

人
運
転
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
電

車
の
愛
称
。
⑥
飛
行
機
が
離
着
陸
を

行
う
。
市
内
で
は
関
宿
、
江
戸
川
沿
い

に
あ
り
飛
行
機
好
き
な
方
が
楽
し
め
る

ス
ポ
ッ
ト
に
。
⑦
し
め
縄
に
つ
い
て
い

る
白
い
ギ
ザ
ギ
ザ
の
紙
。
⑩
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
を
３
時
間
以
内
で
完
走
す
る
こ
と
。

【
応
募
方
法
】２
月
14
日
水
必
着
で
、は
が

き
に
答
え
、郵
便 
番
号
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る
ご
意
見
や

感
想
を
明
記
し
、〒
278
‐
８
５
５
０
野
田

市
役
所
Ｐ
Ｒ
推
進
室「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」

係
ま
で
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

様
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
報
の
だ
」

の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す

　
正
解
と
当
選
者
は
３
月
１
日
号
で
発

表
し
ま
す
。な
お
、当
選
者
の
方
は
氏
名

を
紙
面
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

 

募
集
・
相
談

コウノトリと共に暮らすまちづくり●6８
生物多様性コーディネーターを任命
　市で取り組む生物多様性をわかりやすく PR しよ
うと、１月から専任職員の生物多様性コーディネー
ターを配置しました。今後は、生物多様性のシンボ
ルであるコウノトリを活用し、さまざまな媒体で生
物多様性に関する情報を発信していきます。
　また、市内で活動する自然保護団体が会員の高
齢化と新規加入会員の減少という課題を抱えてい
ることから、今後は、コーディネーターが団体と
連携し、ボランティア活動が長く続くための新た
な人材育成にも取
り組んでいきます。
【問合せ】みどりと水
のまちづくり課☎�
7199‐8147
【ＨＰ検索】1006581

コーディネーター2 名（写真左から２・３番目）コーディネーター2 名（写真左から２・３番目）
が定例会に参加が定例会に参加



◆子どもの発達相談　発達に心配のある
18 歳未満の子どもの相談を行います。
月～金８時 30 分～ 17 時 15 分
職業相談（商工労政課）
◆無料職業紹介所　市の相談員が求人情
報を提供。市２階＝月～金。い 1 階＝
20日火。９時～16時（正午～13時除く）
※いではハローワークによる各種相談も
実施
パーソナルサポートセンター（☎�
7125-2212）
◆自立するための生活・家計改善・就労
準備などに関する総合相談　市２階＝月
～金９時～ 17 時

◆青少年の悩み事相談　月・㊗・年末年
始を除く毎日。９時～ 16 時 30 分
ひばり教育相談（青少年センター内☎
� 7125-8088）
◆教育相談　学校生活 の悩みや不登校
など。青少年センター内＝月～金９時～
16 時※学校休業日を除く
ひまわり相談（野田幼稚園☎�7122-
2450）
◆教育相談　発達・子育てで心配なこと
など。野田幼稚園＝第２・４木 10 時～
15 時 30 分。電話予約（14 時～ 17 時
15 分）※どなたでも相談できます（幼
稚園休業日を除く）
消費生活センター（☎�7123-1084）
◆消費生活相談　事業者との契約トラブ
ルや問合せ、架空請求・多重債務相談な
ど
月～金 10 時～ 16 時（正午～ 13 時除く）
障がい者支援課（市役所内）
◆障がい者の相談　市１階＝月～金８時
30 分～ 17 時 15 分
◆専門相談　 市１階＝ 13 時 30 分～
16 時…生活療育（1 日）、発達教育（5・
19 日）、就労者生活（15 日）、生活支
援（22 日）、こころの生活（27 日）。
電話予約
◆当事者・関係者相談　市１階＝ 10 時
～正午…視覚障がい者（6 日）、知的障
がい者（7 日）、ろうあ者（20 日）／
13 時 30 分～ 15 時 30 分…聴覚障がい
者（6 日）、身体障がい者（7 日）、精神

子どもの発達相談室（保健センター内
☎� 7125-1134）

青少年センター（☎� 7125-2639）

障がい者（20 日）。電話か FAX（ �
7123 ｰ 1087） 予約
あさひ育成園（☎� 7122-7159）
◆外来療育相談　就学前の身体発達の遅
れなど。木 15 時～ 17 時。電話予約（月
16 時～ 17 時）
こだま学園（☎� 7122–2916）
◆外来療育相談　就学前の知的発達の遅
れなど。火９時～ 11 時。電話予約（月
16 時～ 17 時）
法人や団体などが開催する相談
◆心配ごと相談　日常生活の悩みなど。
総合福祉会館＝毎週火・第１金 13 時～
16 時。事前に電話で申込み。問野田市
社会福祉協議会☎� 7124-3939
◆行政書士無料相談　相続や遺言、成年
後見制度、許認可など。16 日金 13 時
～ 16 時。欅のホール 4 階研修室。電話
予約。問千葉県行政書士会東葛支部・齋
藤☎� 7196-6021
◆登記無料相談　相続登記や土地建物
登記など。電話相談のみ。7 日水・13
日火９時 30 分～ 15 時 30 分。前日ま
でに電話予約。問野田地区司法書士会、
土地家屋調査士会・雨笠☎ 080-9396-
1313

市報のだ　第 1397 号　令和6（2024）年2 月1 日号／発行＝野田市（〒 278-8550 野田市鶴奉７番地の１· ☎� 7125-1111) ／編集＝ PR 推進室

月の

市…市役所、い…いちいのホール
市民相談（☎� 7123–1068）
※ 2月の法律・不動産・交通事故・行政・
税務相談は予約制。2月 1日木９時から電
話で予約を受付
◆一般市民相談　相続、離婚などの一般的
な手続きや悩みごとなど。簡単な相談は電
話も可
◆法律相談　弁護士に相談。裁判で訴訟、
調停中は不可。市 6･ ７・16･21･25・27
日。い８･22 日。8 日間で 80 人
◆不動産相談　土地や建物の取引など。市
15 日。8 人
◆交通事故相談　示談や自賠責保険など。
市 9・22 日。２日間で 8 人
◆行政相談　国や特殊法人などの仕事への
苦情や要望など。市 20 日。4 人
◆税務相談 相続税・贈与税など。市 14日。
8 人

◆人権相談　人権問題での悩みなど。い
15 日。市 27 日。２日間で８人。電話予
約
◆女性のための相談　市５階＝第 1 ～ 3
木10時～16時。電話予約（電話相談も可）。
☎� 7123-1342
子ども家庭総合支援課（市役所内）
◆子ども家庭総合支援拠点（家庭児童相談
室）　18 歳までの子とその家庭や妊産婦の
相談。月～金８時 30 分～ 17 時 15 分
◆ＤＶ相談　配偶者などからの家庭内暴
力の相談や緊急時の安全確保など。月～
金８時 30 分～ 17 時 15 分。☎� 7199-
9462
児童家庭課（市役所内）
◆母子父子家庭等相談・婦人相談　母子、
父子家庭、寡婦など。月９時～ 19 時、火
～金９時～ 17 時
◆母子・父子自立支援プログラム策定事業　
母子家庭の母や父子家庭の父、および寡婦。
個別相談（要予約）、就労のための「自立
支援プログラム」作成。月９時～ 19 時、
金９時～ 17 時

人権・男女共同参画推進課（市役所内）

❷

※休日当番医は変更する場合があります
（HP 検索：1009852）。かかりつけ医や休日
当番医の診療時間外や急病の方は救急告示
病院（小張総合病院☎� 7124-6666、キッ
コーマン総合病院☎�7123-5911、野田病
院☎�7127-3200）に問い合わせてください

内　　科
曜日・時間 9時～ 16時

4日（日）こだま泌尿器科クリニック☎�7126-2277

11日（日）桜台診療所☎�7126-2929

12日（月）七光台クリニック☎�7197-2302

18日（日）尾崎台クリニック☎�7127-6677

23日（金）やまかわ内科・神経内科クリニック☎�7197-3520

25日（日）光葉町クリニック☎�7197-3971

有 料 広 告 広告内容は直接広告主に問い合わせてください

※市報のだに掲載する有料広告を随時募集しています。【問合せ】広告代理店「株式会社ジチタイアド☎ 092–716–1401」【HP検索】 1009675

人口と世帯：人口＝ 153,815 人（+62）／男＝ 77,260 人（+13）、女＝ 76,555 人（+49）／世帯数 72,238 世帯（+103）（R6.1.1 現在）

相談日案内
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